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町名 煉瓦 ブロック その他 計
総数 96 48 15 159
＊割合 60％ 30％ 10％ 100％
江別地区 54 24 9 87
一 番町 1 1
牧場町 1 1
元江別本町 1 1
東光 町 1 1
工栄町 1 1
いずみ野 1 1 2
萌えぎ野西 1 1
篠津 3 1 2 6
中島 2 1 3
美原 14 14
角山 17 17 5 39
上江別 2 2
江別太 10 5 15




元野幌 6 11 1 18
東野幌 10 4 2 16
西野幌 5 4 1 10
大麻地区 18 5 2 25
大麻北町 2 1 3









































































































































町名 戸数 町名 戸数
江別太 6 東野幌 6
篠津 4 西野幌 3
中島 1 大麻 4
角山 15 文京台 1









































戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数
1960・昭35 37，396 1，434 767 3，065 1，348 1，748
1965・昭40 44，510 1，560 591 4，008 1，034 1，083
1975・昭50 77，624 1，182 220 4，095 93 121 51 801
1980・昭55 86，349 1，113 156 4，105 15 46 72 910
1985・昭60 90，328 984 118 4，109 7 31 69 1，361
1990・平2 97，201 807 85 3，961 4 14 51 1，180
2000・平12 122，500 632 72 4，707 8 33 30 943
2010・平22 122，138 502 62 4，279 5 22 22 761






































































































































































































































































マーク農家2 戸・ドイツ農家2 戸を5 ヵ年契約で招聘
し，札幌近郊と十勝地区で模範経営を行わせることと
なった。これにより北方農業のあり方，とりわけ酪農振
興への機運が高まった。酉蔵は「家畜の糞尿は農家の銀
行である」というのが持論であった。
1933年（昭和8年），次代を担う若者に酪農業を学ば
せるために，江別に「酪農義塾」（後の酪農学園）を設
立する。酉蔵は塾長となり，建学の精神として「健土健
民」の重要性を唱えた。これは，「日本の国土を肥沃に
することで，国民の体も心も穏やかになっていく。それ
が酪農の基本である」という田中正造の農業中心の思想
から生れたものといわれる。
1942年（昭和17年），江別市西野幌（現文京台緑町）
の広い土地を得て，「野幌機農学校」設立。「機を知るは
農の始めにして終りなり」（一九六二，一〇黒澤酉蔵書）
の銅版が校舎にはめこまれている。「北海道酪農義塾」
（昭和8年開塾当時），「野幌機農学校」（昭和17年開校
当時）。そして1958年（昭和33年），デンマークのグルン
ドビー牧師の「愛神愛人愛土」（神を愛し，人を愛し，
土を愛す）という「三愛精神」を建学の精神として「三
愛女子高等学校（現とわの森三愛高校）」を設立。さら
に，1960年（昭和35年）「酪農学園」（現酪農学園大学）
を設立した。こうしてわが国におけるユニークな酪農専
門の学園として大きく発展させた。また，酉蔵は育英資
金にも惜しみなく私財を注ぎ込んだ。
Ⅵ．ミルクランド北海道（注）4
ホクレンがミルクランド北海道として生活に欠かせな
い牛乳の普及に取り組んでいる。
北海道は冷涼な気候なため，暑さに弱いホルスタイン
には適した気候であり，牧草の栽培や乳牛の飼育に必要
な土地も多く，さらにおいしい空気とキレイな水がたっ
ぷりあるため，酪農に適した場所である。
写真35．酪農学園の黒澤酉蔵像（文京台緑町）
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北海道は2013年（平成25年）2月1日現在で，乳用牛
の飼養頭数が約80万頭で全国の約57％，2012年度（平成
24年度）の生乳生産量が約393万トンで全国の約52％を
占める，数字からも言わずと知れた酪農王国といえる。
1．酪農家戸数
日本の酪農家戸数のピークは1963年（昭和38年）の約
417，600戸。2013年（平成25年）2月1日現在では約19，400
戸と20分の1以下までに減少。初めて1万戸台に突入し
ている。2014年（平成26年）2月1日現在では約18，600
戸とさらに減少している。
北海道の酪農家戸数のピークは1960年（昭和35年）の約
57，774戸で，2013年（平成25年）2月1日現在は約7，130
戸。酪農家の離農戸数に歯止めがかかっておらず，減少
傾向が続いている。その理由としては，後継者のいない
小規模酪農家の廃業によるものから，近年では，飼料価
格の高騰などによる，経営収支の実質的な赤字によるも
のまで様々だ。
2．飼養頭数
日本の酪農家飼養頭数のピークは1985年（昭和60年）
の約2，111，100頭。2013年（平成25年）2月1日現在で
は約1，423，000頭とおよそ32．5％の減少。酪農家一戸あ
たりの平均飼養頭数は，1965年（昭和40年）の約3．4頭
から2013年（平成25年）には約73．4頭と飛躍的に増加し
た。
北海道の酪農家飼養頭数は，2013年（平成25年）2月
1日現在で約806，000頭。酪農家一戸あたりの平均飼養
頭数は約113頭となり，北海道は他都府県に比べて規模
が大きい。
3．サイロ
酪農家のシンボルだったサイロ。サイロとは作物を詰
め込んで発酵させ，サイレージにして貯蔵しておく施設
である。サイロにて保存された飼料作物のことを一般的
にサイレージという。
▽サイロの種類
①施設型・塔型サイロ（タワーサイロ）
・水平型サイロ（バンカーサイロ）
・地下型サイロ（地下角型サイロ）
②可搬型・ラップサイレージ（ロールベールラップサイロ）
4．経産牛
妊娠，出産を経験した雌牛のこと。牛は生後2年くら
いで出産できるようになり，一生のうちに5～6回の妊
娠を繰り返す。牛は豚などと違い，基本的に1度の出産
で1頭を産む。最近では母牛の健康状態や乳量の減少な
どの理由から，3～4回に減らす傾向が見られる。
5．飼育方法
乳牛の飼育方法としては，「つなぎ飼い式」と「放し
飼い式」があり，牛舎の形態も異なる。国土面積の広い
欧米と違い，日本の牧場の大部分は使用面積が少ない
「つなぎ飼い式」を採用。
1）つなぎ飼い式牛舎（ストールバーン）
牛を1頭ずつ収容するストールという区画に，1頭1
頭の牛をつないで飼う牛舎。使用面積が少ないので，
個々の牛に目が行き届き，健康状態などがチェックしや
すいのが最大のメリット。その反面，ストールごとにお
こなう餌の運搬，糞掃除，搾乳などの手間がかかる。
2）放し飼い式牛舎（フリーストールバーン）
牛が自由に歩き回れるフリーストールという休息場を
備えた牛舎。ストール自体は1頭ずつのスペースに区切
られている。エサや水は給餌場，給水場でまとめて与え
ることができる。搾乳はミルキングパーラーと呼ばれる
搾乳室でおこなうため，効率的な搾乳が可能。多頭数の
牛を管理するのに向いている。
6．トウモロコシ
濃厚飼料として配合飼料の原料の主となるトウモロコ
シは，この多くを輸入に頼っている。乳牛から搾乳を行
ううえで，牛の健康維持や乳量の確保等の観点から必要
不可欠な飼料のひとつ。トウモロコシは，世界的な飼料
穀物需要により大幅に価格が高騰しており，酪農生産コ
ストの上昇を招いている主因となっている。北海道で
は，コスト削減に向け，飼料用トウモロコシの栽培を
行っているが，必要量を確保するためには輸入せざるを
得ないのが現状。
Ⅶ．酪農の歴史（注）5
1．牛の家畜化の起源
人間が最初に乳をとるために飼った動物は，性格がお
となしく，群れをなしているので数も多く乳をたくさん
とることができる，山羊（やぎ）や羊だったということ
が，いくつかの遺跡から推定されている。
新石器時代（紀元前7000－6000年）にオーロックとい
う牛の原種を飼いならしたのが，家畜としての牛の起源
だといわれており，紀元前4000年頃にはすでにメソポタ
ミアで牛乳を利用していたことが当時の石板に示されて
います。
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写真36．江別市役所前公衆電話ボックス（高砂町） 写真37．旧町村農場の公園トイレ（いずみ野）
写真38．市道2番通り，新町公園の公園トイレ（大麻新町） 写真39．国道12号線，酪農学園前バス待合所（文京台緑町）
写真40．国道12号線，野幌7丁目バス待合所（幸町） 写真41．国道275号線，橋名板はサイロ型の角山橋（角山）
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牛乳を飲む習慣が伝わったルートは，アーリア人と共
に中東からインドへ向かうルートとゲルマン人と共に中
東から中央ヨーロッパを通って北ヨーロッパに広がる
ルートの2つのルートがあったと考えられている。
2．日本の酪農の起源
日本列島では，紀元前400年，弥生時代の遺跡（いせ
き）から家畜牛の骨が出土している。日本で飼われてい
た牛は，主に中国などアジア大陸で家畜化されたもの
が，渡来人により持ち込まれたものと考えられている。
奈良時代には，但馬（たじま），伊勢（いせ），出雲
（いずも），伊予（いよ）など，全国47ヵ所に「牧（ま
き）」を作り，6年ごとにそこで搾った乳を加工して，
天皇の正月の膳（ぜん）に並べたといわれる。
江戸時代，徳川8代将軍徳川吉宗が1727年（享保12
年）に白牛3頭を輸入し，安房の郷（現在の千葉県）嶺
岡の牧場で飼育を始めたのが日本の近代酪農の発祥とさ
れている。ここで搾った「白牛酪（はくぎゅうらく）」
という牛乳に砂糖を加えて煮詰め，乾燥させたものを作
り，薬や栄養食品として珍重した。しかし，牛乳はこの
時代もまだ，身分の高い人たちのものであった。
3．日本の牛乳の歴史
日本に牛乳が伝えられたのは，飛鳥時代で，百済（く
だら：現在の韓国）からの帰化人である福常（ふくじょ
う）が，孝徳天皇（654年以前）に牛乳を加工した「蘇
（そ）」を献上したところ，天皇はたいへん喜び，和薬
使主（やまとのくすりのおみ）という姓と乳長上（ちち
おさのかみ）という職を授けられたという記録が，平安
初期の記録にある。その後都に乳牛院がおかれ，乳を
搾って朝廷に献上するようになる。
深い味わいや本当の楽しみなどに接したとき「醍醐味
（だいごみ）」と表現されるが，「醍醐（だいご）」とは
古代の最高級の乳製品の名前で，仏教でいう五味の最上
のものをいう。平安時代の字引には「牛乳を煮て作るの
が酪（らく）で，その酪が蘇（そ）となり，蘇が醍醐や
乳餅となった」とある。蘇は練乳，醍醐や乳餅はチーズ
と考えられる。しかし，このころに牛乳や乳製品を食べ
ていたのは主に貴族であったが，この風習も仏教の影響
により，家畜の食用が禁じられることですたれていく。
4．牛乳が一般に普及したのは文明開化後
牛乳が庶民の飲み物となるのは明治時代，文明開化後
のこと。1863年に千葉県出身の前田留吉という人が，オ
ランダ人ペローから搾乳や処理の技術を学んで，横浜で
日本最初の牛乳製造販売を行った。また，明治政府も北
海道の開拓に酪農を取り入れていたことから牛乳の栄養
価値を宣伝した。牛乳の普及が急速に加速したのは日
清・日露戦争の時で，兵隊が傷病兵の栄養剤として牛乳
を飲むようになって，一般に広まった。
牛乳は最初，木の桶に入れて，ひしゃくなどで計り売
りをしていたが，やがてブリキ缶からガラスビンへと変
わり普及していった。
Ⅷ．江別らしい景観
江別市では，江別らしい景観づくりの道しるべとして
「景観形成基本計画（平成18年3月）」を策定した。
計画では江別の景観は，主に自然景観，歴史景観，農
村景観，市街地景観に大別される。自然は石狩川，野幌
森林公園など。歴史では火薬庫，史跡など歴史的建造
物。農村では水田，小麦畑，耕地防風林など。市街地で
は煉瓦建造物や鉄道林など，身近な自然や原風景を市
民・事業者・行政の協働で守り，つくり次の世代に引き
継ごうというもの。
これまで都市景観賞施設やランドマーク施設などは江
別らしい景観を創っている。国道12号道路沿線にはサイ
ロをモチーフにしたバス待合所，公衆電話ボックスが建
ち，公園トイレなどが設置され，市民の暮らしの中に活
かされている。
国道275号線，厚別川に架かる角山橋の橋名板は，サ
イロ型で欄干には牧場がデザインされるなど「江別らし
さ」がでた橋となった。
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